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日本は、和親条約締結で「鎖国」を部分的に放棄したが、さらに通商条約締結で全面的な「開国」に踏み切る。
同時期、将軍継嗣をめぐって一橋派と南紀派が対立した。一橋派は幕政の改革派であり、南紀派は保守派の立
場であった。この対立と並行して通商条約調印に関する勅許問題が起こり、極めて高度な政治問題に発展した。

 

 

 

 

 

○無勅許調印と継嗣問題 
●通商条約締結 
下
しも
田
だ
駐在のアメリカ人領事(１)      は、通商条約締結を幕府に求めた。 

→幕府内で通商を望む声も強まり、（１）と老中(２)       の交渉は、 
条約調印（締結の合意書への署名）直前まで進んだ。 

→本来不要だが、調印に対する天皇の勅 許
ちょっきょ

を得て、反対派を抑えようとした。 
⇒しかし、(３)     天皇は 攘

じょう
夷
い
の考えが強く、勅許は得られなかった。 

 
1858 年、清がイギリス・フランスに(４)         でいったん敗れた。 

→（１）は、（４）後に英仏が日本に通商を必ず迫ると説いた上で、 
友好的なアメリカと先に通商条約を締結し、前例をつくるべきと幕府に迫った。 

⇒非常時の幕府最高職大老に突如就任した(５)       は、 
英仏の脅威を考慮し、孝明天皇の勅許なしで

．．．．．
調印を断行した。 

 
1858 年、(６)            締結 
…①５港(７)     ・新潟・神奈川（後に横浜に変更）・神戸・長崎を開港、 
和親条約で開港した下田を閉鎖 

…②開港場に外国人が居住・営業できる地域(８)      を設置 
…③日本滞在中の外国人がその国の領事による裁判を受けられる 

(９)         （       ）を許可 
…④関税（輸出入に掛かる税率）を相互協議で決めることとし、 
日本側の(10)         の欠如を容認 

 
幕府はオランダ・ロシア・イギリス・フランスとも類似の条約を結んだ。 

⇒アメリカを含む５国との通商条約は、(11)           と総称される。 
 

●将軍継嗣問題 
1853 年のペリー来航の直後、(12)       が 13代将軍に就任した。 

→（12）は性格に異常なところがあり、子のできる見込みがなかった。 
⇒（12）の就任以来、次期将軍擁立をめぐって次の２派が対立した。 
①(13)     派…越前藩主松平慶

よし
永
なが
・薩摩藩主島津斉

なり
彬
あきら
ら（候補：一 橋

ひとつばし
家(14)       ） 

②南紀派…譜代大名ら（候補：紀伊藩主(15)       ） 
◇（14）…一橋家の養子となった前水戸藩主(16)       の子で、後の 15代将軍 
 
1858 年、大老井伊

い い
直
なお
弼
すけ
の職権で、（15）が後の 14代将軍(17)       と決まった。 
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図１ ハリス 図２ 堀田正睦 

図３ 孝明天皇 図４ 井伊直弼 

図５ 各港と江戸湾 



●弾圧と報復 
1858 年の次の強行は、井伊直弼に対する不満を強めた。 

①日米修好通商条約の無勅許調印 
②非常時の幕府最高職大老の職権による将軍継

けい
嗣
し
決定 

 
井伊直弼は、不満分子に対する大弾圧(18)         をおこなった。 

⇒一橋派が隠居・謹慎を命じられた他、適
てき
塾で学んだ(19)       や 

松下
しょうか

村
そん
塾を継いだ(20)       が死刑となった。 

 
1860 年、(21)          
…水戸脱藩の浪人

ろうにん
が江戸城門外で(22)       を暗殺した事件 

 

○貿易とその影響 
●貿易開始 
貿易は、1859 年に箱館・横浜・長崎の３港でまず始まった。 

⇒輸出入品の取引は、居 留
きょりゅう

地で銀
ぎん
貨
か
を用いておこなわれた。 

 
輸出入額は、上の３港のうち(23)     が圧倒的に多かった。 

⇒西洋諸国は日本の(24)     を最も求め（日本の輸出品の約 80％）、 
また、西洋諸国のうち(25)       が日本と一番多く取引した。 

◇（23）…関東一帯が（24）などの主要輸出品の供給地で優位 

＜日本の輸出入品＞ 
輸出…ほとんど原料品（生

き
糸
いと
・(26)    ・蚕

さん
卵
らん
紙
し
、海産物など） 

輸入…加工品や軍需品（毛織物・綿織物、鉄砲・艦船
かんせん

など） 
 

●幕府の貿易統制政策 
貿易は、日本の輸出超過（輸出量＞輸入量）であった。 

→日本の主要輸出品は、国内需要が従来高かった。 
⇒突然の輸出により、国内市場は品不足に陥って物価が高騰した。 
 
1860 年、幕府は物価抑制を目的に(27)           を発令した。 

→５品（雑穀・水 油
みずあぶら

・蠟
ろう
・呉
ご
服
ふく
・生糸）の産地からの横浜直送を禁じ、 

江戸の問
とい
屋
や
にいったん送って国内需要を満たすことを義務づけた。 

⇒西洋諸国や輸出に関わる商人の反対で、（27）は効果があがらなかった。 
 

●金銀比率の是正 
金銀交換比率は、西洋で金１：銀 15、日本で金１：銀５であった。 

⇒西洋諸国は、銀を日本に持ち込めば、金を自国よりも安く入手できた。 
 
1860 年以降、幕府は金の含有量を下げた

．．．
(28)       を鋳造した。 

⇒しかし、貨幣価値の下落は物価の上昇を意味し、庶民の生活を圧迫した。 

図８ 桜田門外の変（枠内：井伊直弼） 

図６ 橋本左内 図７ 吉田松陰 

図９ 1860年の３港の輸出入 

図 10 横浜で生糸を見分ける外国人 

図 14 万延小判（下） 

図 12 五品江戸廻送令 

図 11 横浜港の輸出入別貿易額

図13 安政小判（上） 


